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とばがあり、 「ひとわらへ」の語もそのひとつである。 「ひとわらへ」は世間の物笑いという意味の語で、 受け身形 「ひとわらはれ」 と もに、『源氏物語』の研究のキーワードとして着目されてきた語である。これらの語は、 に登場する女性と深く関わりその人物造型を特徴づけるとして、 『源氏物語』内部の解釈をめぐって考察が重ねられてきた。
 
  一方で、 「ひとわらへ」 「ひとわらはれ」は先行作品にも用いられ、ま
た用例数は少ないものの和歌 も詠まれてきた語である。 れらの用例については、 『源氏物語』 の研究の側から折々にふれ 言及されているが、ひとつの文学用語 歴史的展開をたどり、そちらの側から『源氏物語』に至ることばの展開を考える余地がある。
 
 
本稿では、 『源氏物語』に至る「ひとわらへ」 「ひとわらはれ」の を仮




 一、 『源氏物語』の「ひとわらへ」 「ひとわらはれ」
 
   「ひとわらへ」 （ 「人笑へ」 ） 「ひとわらはれ」 （ 「人笑はれ」 ）は、人に笑























蛉日記』 「ひとわらへ」 「ひとわらはえ」各一例、 『うつほ物語』 「ひとわらへ」三例「ひとわらはれ」二例、 『落窪物語』 「ひ わらはれ 二例『枕草子』 「ひとわらはれ」一例などである。 「ひとわらへ」 「ひ わらはれ」は『源氏物語』に至り、用例が著しくふえる。登場人物ごとの用例数で多いのは、鬚黒北の方と宇治の大君に「ひとわらへ」各六例、中君「ひとわらへ」四例「ひとわらはれ」二例、浮舟「ひとわらへ 六例とわらはれ」二例などである。物語の傾向 して 宇治の物語に する女性たちに用例が多く、 「ひとわらへ」 「ひとわらはれ」の研究が宇治
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「ひとわらへ」考 




















和歌における 「ひとわらへ」 の早い用例は、 『後撰和歌集』 に確認でき、
そこに「ひ わ はれ」はない。したがって、 「ひとわらへ」 「ひとわらはれ」は古来から定着していた誰もが知る歌語ではあり得ず、実際、歌語としての用例数も多くはない。和歌史には『万葉集』から頻繁に詠まれる歌語もある とを考えれば、 『古今和歌集』 でも詠まれていないこれらの語は、知名度や定着度の高い歌語とは一線を画 ている。
 
  しかし、一方で、村上朝に編纂された勅撰 集 入集する和歌に詠





























跡見学園女子大学文学部紀要 第 49 号 2014 
 
詞書に記される詠歌事情によれば、これは、女性が心変わりをしてし




























   同じくよみ人しらずの歌の贈り主は、詞書によれば手紙を送った女。
親が伊勢へ下ってしまったのでともに下った人に贈った歌とい 。一首は伊勢の海女とあなたがな てしまわれたならば、同じこ なら、恋しい思いを抱くいまのうちに逢わせ ください、の意。九○七番歌と並ぶと、心変わりした女に逢えず、その女が伊勢に下向してしばらく逢えくなりそうなので逢わせてほしいという内容になる。前歌からの流れでとらえれば そこにストーリー性が生ずる。さら 、九○六番歌を 視野に入れれば、これも九○七番歌の「くれ竹の世」に関わ 「なよ竹」「世」を詠み込んでおり、明らかに繋がって る和歌である。
 
 

















































































れも「ひとわらへ」で、その用例数は二例と少ないも の、それ 興味をそそり、人口に膾炙 やすい贈答歌 ある。一例は、歌物語的なストーリー性の濃い一連の歌のなかにある、男の立場か のよみ人しらず歌。もう一例は大輔との贈答 である敦敏の歌。それらは、決して深刻なニュアンスではなく、ごく一般的な世間 物笑いの意であり そうなるまい、そうなりそうというくらい 意を表す語である
 
  勅撰集初出の「ひとわらへ」は、男性がさりげなく世間の物笑いを引
き合いに出す、新しい感覚の歌語として る。それが 勅撰和 集 いう場と、その詠 れた和歌の浸透しやすさによって 語として 市民
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たので書いて差し上げた歌とある。二番歌 詞書によれば、こ をさいごまで御覧にならな でそのまま置いていらした を 翌年みつけてすばらしいことと感じ入りなさり、孫 光昭少将を使いとして「かすがのの」の歌を贈った いう。 「みつあき 」は の孫。父は伊尹 母は中務の子の井殿である。三番歌の二句に「わ れ 」の異同が生じるが三首のならびと繋がりからすれば「わかなは」の誤りか 推定される。
 
   この一連の贈答歌について、稲賀敬二氏は、大中臣能宣の家集に、円








跡見学園女子大学文学部紀要 第 49 号 2014 
















名な歌人として知られる伊勢を母と 、朱雀朝末から村上朝に活躍した歌人。 その中務が晩年を迎え、 円融天皇のもとめに応じて家集を献上 、天皇はそれを賞讃したとなれば、それはエピソード なる。勅撰集ではないものの、 『円融院御集』 『中務集』それぞれにおさ られ、これらの歌は当時の社会に広く知られ 推定される。
 
 
そのなかに、 熟練した女性歌人のおくゆかしさをともなう、 謙辞の 「ひ







ないものの、 『後撰和歌集』 『中務集』 『円融院御集』に「ひとわらへ」が確認でき、それぞれ、歌物語的な性格や話題性を認められる贈答歌に詠み込まれて る。新しい時代の和歌に詠まれ始めた歌語の表す内容は、いずれも深刻 ものではなく 軽い意味合いでの世間の物笑いや、品格さえ感じられる謙遜のおくゆかしさである。
 
   これらは、 『源氏物語』の深刻な「ひとわらへ」とは、かなり異なる。
村上朝は『源氏物語』で意識される時代であり、 『中務集』の用例は詠まれた時期が『源氏物語』に近づく。和歌 伝統に熟知し、巧みに和歌のことばを掬いあげていく『源氏物語』にあって それ以前の和歌のあり方と一線を画しているのが「ひとわらへ」 場合と言える。
 














































































































































































































「われ、女子多かる中に、この子、生まれしよ らうたげなりしかば、懐よりといふば りに生ほし立てて、い でこれをだに 並み並みにと思ひしに、ある時は対面に面立たしき時も
、ある時




























































































1）大森純子「源氏物語「人笑へ」考」 『名古屋大学国語国文学』 （一九九一年十二月 。
 
（
2） 鈴木日出男 「人」 「世」 「人笑へ」 『源氏物語の文章表現』 （至文堂
  一九九七年） 。
 
（























8） 『大和物語』五段、 『大鏡 村上天皇・時平伝。
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跡見学園女子大学文学部紀要 第 49 号 2014 
（
9）稲賀敬二「浮沈・流転の歳月」 『中務』 （新典社
 
一九九九年） 。
 
（
10）引用は私家集大成（明治書院
 
一九七三年）による。
 
（
11）注（
9）稲賀氏文献。
 
（
12）注（
9）稲賀氏文献。稲賀氏は、 「天元四年春は中務の推定年齢七十歳で、
「円融天皇は「銀の籠に若菜」を盛って、中務の七十の賀を祝う贈り者としたものか。 」と推定する。
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